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で，今までこの種の獲表は大抵の場合，月手早を以て相関歎の増減を示してあ
るやうで，これも一つの方法ですが，私は，太陽面とは何の關係もない地球上
の月を用ひ・ないで，カリントン太陽自蒋期（天界第247號20頁）によって匿切っ
てみました．
　さて，第1圖から，我々はカリシトン期の終り近くに常に極小が存在する事
に氣付きます。そこで，カリントン期の第1日，第2日……につき卒均を求め
たのが前表の最後の縦列で，それを岡示して，明らかに極小をもつた第2圖を
得ました．但し，この圓では極小の部分をt〈わからすため，カリントン期の
始めをヅうしてあります．グラフの左孕分は，ほとんど一一定の値を示し，右牛
分に至り，急に減少し，再び上昇して，もとの値に二って居ます．、前牟がほと
んど一定の値を示して居るのは，極大も極小も勝手に出現するため，雫均して
同じやうな値になったので，後牛の落ち込みは，各週期ともに，それらの末期
に，必ず極小をもつてみた事を示して居ます．
　この事實は，太陽面の或る部分が地球に面して居る時には，黒黒占相二六が他
の部分に比して非常に少ないと云ふ事を表はすもので，云びかべれば，太陽面
に二二の現れかたの少ない部分が存在すると云ってもよいと思ひ・ます．この部
分に晶晶するし。を求めてみますと，大広それは3α～90。となります．但し，
これだけの二二からでは，黒黒占の少ない部分が常に存在し，叉，それが何時ま
でも同じ場所に存在するや否やは論外で，ムシロ，次第にヅレてゆくものとみ
るべきで，之は今後の問題とも云へます．叉，過去の観測を，少なくとも数年
間，調べる事が必要ですが，私はそれ等を手許にもっておりませんし，叉，自
分の健康もゆるしませんので，おゆるしを願ぴす．
　然し少なくとも以上の二三から：一
‘過去高這牛ケ年，カリントン期にして7期の間では，Lo－30。～90。を中心とす
る部分で，黒黙の現れかたが他の部分に比し明らかに少なかったとだけは，統
計的に云ぴ得る”と思ひます．
　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊
　あまり，ハッキリした結果が出て來ましたので，誌上に畿表するほどの事で
もないやうにも思はれますが，毎月の天界に一頁をさいて獲表されて居る相二
二の一つの利用法として書いてみました．（昭和17年八月21日筆）
大石展：爽沃1太陽課幹事たる同氏は先般慮召された．御健康を切に曇る．
太陽課報告　は大石幹事慮召につき今後は田上天文蔓（滋賀縣栗太郡上田上
　村）宛に邊られたし，整理稜表のため毎月初至急に邊られたし。
本誌第22巻（昭和7年）索引は近魚油鵬載の出定
